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株式会社インプレスホールディングス年頭所感 

 

 

新年明けましておめでとうございます。平素は、インプレスグループ各社に格別のご支援を賜り

厚く御礼申し上げます。 

 

グループ創設 20 周年の節目を迎えた今年度は、リーディングメディア・グループとしての目標を

再確認し、また感謝の会などを通じ、多くの業界関係者の方々との交流をいっそう深めるなど、

今後の社業の発展に向けて着実な取組みを進めております。 

 

2012 年度上半期業績は、昨年度に行いましたソフトウェア販売事業の譲渡の影響によって減収と

なりましたが、一方で、スマートフォンやデジタルカメラの新製品が続々と登場した IT コンシュ

ーマー分野の活況や、登山ブームによる山岳・自然分野の活況によって、利益率の高い広告収入

が増大し、またアジア事業の堅実な成長もあり、ほぼ前年同益を達成することができました。 

加えて、新しい WEB サービスの開始、パートナーとの協業による新規コンテンツ分野の取扱い拡

大、またこれから大きな市場の登場が期待される電子出版でも他の出版社に先駆けて大手書店で

の販売を行うなど、今後の成長に向けて着実なステップを歩むことができました 。 

 

スマートフォンやタブレット、電子書籍専用端末など、よりパーソナルな携帯情報端末の浸透に

よって、これからメディアはますます多様化し、書籍や雑誌といった紙媒体の重要性の再認識や、

イベントなど、よりハイタッチなメディアへの回帰と相まって、読者・ユーザーのコンテンツに

対するニーズはますます高まっております。そして、そのニーズは、「豊かなライフスタイル」を

求める消費者の、生涯の趣味としてのカメラ・音楽・登山など専門情報へのニーズ、あるいは「新

しいライフスタイル」を求める消費者の IT 機器や IT サービスの最新情報へのニーズとして顕著

に現れてくるでしょう。 

 

私たちインプレスグループは、IT、音楽、デザイン、医療、山岳・自然、モバイルサービスなど、

それぞれの業界をリードする専門メディアグループとして、また、デジタル技術を積極的に活用

したメディア・イノベーションを指向するグループとして、今後も、読者・ユーザーの皆さまに

新しいメディア体験を提供していきたいと考えております。そして、そういった企業活動を通じ

て、知恵と感動のある豊かな社会の実現に貢献していきたいと願っております。 

 

本年も皆さまの変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます 
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以上 



 
 

【インプレスグループについて】 http://impress.jp/ 

株式会社インプレスホールディングス(本社：東京都千代田区、代表取締役：関

本彰大、証券コード：東証 1部 9479)を持株会社とするメディアグループ。「IT」

「音楽」「デザイン」「医療」「山岳・自然」「モバイルサービス」を主要テーマ

に専門性の高いコンテンツ＋サービスを提供するメディア事業を展開していま

す。2012 年 4 月 1日に創設 20 周年を迎えました。 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

株式会社インプレスホールディングス 広報室 

Tel: 03-5275-9048 / E-mail: release@impressholdings.com 

URL：http://www.impressholdings.com/ 


